
国際園芸アカデミーの３つの方針

卒業の認定に関する方針
（ディプロマ・ポリシー）

入学者の受け入れに関する方針
（アドミッション・ポリシー）

国際園芸アカデミーは、高等学校等に

おける学習を通じて、次のような資質・

能力を身に付けている人を受け入れます。

① 専門学校での学修の基礎となる高等

学校における各教科の基本事項を修得

している。

② 学修成果を社会で活かすという目的

意識がある。

③ 専門学校在学中だけでなく、卒業後

も学び続ける意欲がある。

④ モラルがあり、基本的な態度や礼儀

（言動や身だしなみなど）が身につい

ている。

⑤ 基本的な生活習慣（体調管理、時間

管理など）が身についている。

⑥ 他者を思いやり、協調性を重んじる

人

教育課程の編成・実施に関する方針
（カリキュラム・ポリシー）

国際園芸アカデミーは、教育目標を達成し、

称号授与方針に示す資質・能力を身に付けさせ

るため、次のような教育課程を編成し、実施し

ます。

① 教育課程において、基礎教育科目、専門教

育科目、応用教育科目、研究教育科目を段階

的に学習できるよう体系的に編成し、講義、

演習、実習等を適切に組み合わせた授業を実

施することにより専門分野の知識・技能を確

実に修得し、問題解決のために活かすことが

できるようにする。

② 演習や実習科目を中心に能動的学習要素を

取り入れることにより、生涯にわたって主体

的に学び、他者との相互理解や意見交換がで

きるようにする。

③ 学修成果に対する厳格な成績評価と単位認

定を行うとともに、学習行動調査や国際的な

評価制度（GPA）の導入、修得時間数に基づ

く個別指導を行うことにより、個々の達成度

と将来計画に応じた学修を進めることができ

るようにする。

④ 開講科目については、シラバスにより授業

計画、学習到達目標、成績評価基準などを明

確にし公表する。

国際園芸アカデミーは、次の資質・能

力を身に付けた学生に対して卒業を認定

し、「専門士（園芸系専門課程）」の称

号を授与します。

① 幅広い教養を身に付け広い視野に立

ち、物事に対して公正な判断をするこ

とができる。

② 幅広い専門的知識と創造的な技能、

優れた経営感覚を身に付け、社会にお

ける諸問題の解消のためにその知識・

技能を活用することができる。

③ 社会における課題探求と問題解決の

能力を修得し、主体的に学び続け、学

んだことを分かち合い、ともに成長す

ることができる。


